
 

 

2023 年度（令和 5年度）事業活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人和合館工学舎 

 

 



一般社団法人和合館工学舎 令和5年度の振り返りと令和6年度事業の方針（案） 

 

 

１．令和5年度事業の振り返り 

 

和合館工学舎も試行錯誤をしながら5年間が経過した。 

会員企業も当初目標とする50社に到達した。 

基盤とする会員企業数と各イベントの受講者も安定している。 

第1ステージは目標を達成したと認識している。 

技術士も5年目で地域建設業から2名の合格者が出た。 

国土交通省との協議や、土木学会活動への参加により、和合館工学舎の知名度はとても大きくなった。 

会員各位のご協力、ご支援をいただいた5年間だった。 

特に、立ち上がりの段階で物心両面のご支援をいただいた小野組には深く感謝する。 

これからの5年間は自走できるようにしたい。 

 

 

２．令和6年度の事業の方針 

 

第2ステージは、会員企業や個人会員に満足していただける内容としたい。 

そのためにはコンテンツの充実をさらに図らなければならない。 

また、運営経費の安定的な確保を目指して、政府補助金などの活用も必要であるが、必要とされるコンテンツの

更新や新たな開発を促すことにより、法人・個人の会費収入の増加や、外部からの受託業務の拡大を考えたい。 

 

そこで、3つの目標を設定した。 

（１） セミナーや講座のコンテンツの充実や更新・開発を図る。 

（２） 土木技術だけでなく建築技術のカリキュラムを充実させる。 

（３） 技術者教育だけでなく社会人教育の充実を図る。 

社会人の心得の分野と、プロジェクトマネジメント分野（プロジェクト戦略）である。 

 

地域建設業に携わるのが初めての人材に対し、地域建設業という分野の立ち位置を含め、その役割を啓発する。 

公共事業や民間事業を通して地域を意識した社会貢献が幅広くできる人材の育成を目指す。 

地域建設業の入口（技術員）からエンジニア（技師）までを育てる。 

 

和合館工学舎の活動を、地域建設業の人材育成のモデル事業と位置づける。 

地域建設業のあり方、建設技術者の倫理、事業契約のあり方ほかを学会や協会と連携して研究する。 

 

そのうえで、和合館工学舎が建設マネジメント部門の人材育成のモデルとなる。 

国土交通省や、土木学会建設マネジメント委員会など関連機関・団体と幅広い意見交換の場を設け、日本におけ

る地域建設業のあり方についての議論を深める。 

その結果、地域の福祉（豊かさと幸せ）に貢献する。 

 

これらの方針に基づいて、第2ステージである次の5年間の活動を進めたい。 

 

 



令和5年度事業報告 

参考資料：令和6年度年間スケジュール表 ➡ 別紙参照 

（１） 技術者交流連携センター 

① 小野組フルライフミーティング 

② 中村建設コミュニケーションフォーラム（今西学舎長講演） 

③ 特別フォーラム「地域建設業の新たな経営のあり方」（長瀬雅彦氏、西野賢太郎氏）（参加者：41名） 

④ 地域建設業ダイバーシティーフォーラム（森山澄江氏、飯田竹世氏、曽我部幸代氏、白木綾美氏、鎌田

いづみ氏、山崎エリナ氏）（参加者：28名） 

⑤ 和合館東北フォーラム（門間聖子氏、遠藤和人氏）（参加者：33名） 

⑥ 和合館東京フォーラム（末岡眞純氏、東畑郁夫氏）（参加者：19名） 

  

 

⑦ CEO講演会2回（熊谷一男氏、原諭氏）（参加者：延べ72名） 

 

 



⑧ 国土学講座2回（大石久和氏）（参加者：延べ72名） 

  

 

（２） 就職転職支援センター（スケジュール表にて説明） 

① 地域建設業訪問（訪問企業数：延べ18社） 

② 教育研究機関訪問（大学・高専）（訪問数：延べ 9か所） 

 

（３） エンジニア養成センター（スケジュール表にて説明） 

① ICTセミナー（参加者：延べ 26名） 

② イブニングセミナー建設社会人基礎編（技術Ⅰ）（参加者：延べ 203名） 

③ イブニングセミナー建設社会人実務編（技術Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）（参加者：延べ399名） 

④ 建設社会人オンデマンド講座（新人新規採用者教育）（参加者：延べ 61名） 

⑤ 建設社会人オンデマンド講座（CPDS中堅社員教育）（参加者：延べ 217名） 

⑥ （受託業務）新潟大学リスキルプログラム講師派遣（文科省）（参加者：延べ 86名） 

⑦ （受託業務）新潟大学・小野組社会インフラ共創講座（経産省）（参加者：延べ111名） 

⑧ 現場マネジメント研修（安全衛生管理・工程管理・原価管理）（参加者：延べ 50名） 

⑨ 資格試験対策講座（技術士・建築士・土木施工管理技士）（参加者：延べ229名） 

 

（４） 知識集約・情報センター（スケジュール表にて説明） 

① WCCCE会員限定HP 

② Seeds & Needsコーナー追加 

③ コミュニティ（掲示板）コーナー追加 

④ 学舎人Vol.07（2023年8月）、学舎人Vol.08（2024年2月） 



  

（５） 生産環境支援センター 

① フジタ研究所 見学会（厚木）（参加者：延べ11名） 

 

（６） 新技術研究センター  

① 土木学会 建設マネジメント委員会地域建設業小委員会 

② 土木学会 令和5年度会長プロジェクト 土木のステイタスアップ小委員会 

③ 土木学会 第78回年次学術講演会（広島大会）CS18地域建設業のあり方 論文発表 

④ 地盤工学会 第56回地盤工学研究発表会（福岡大会）論文発表 

 

 

本部事務所の移転登記変更完了報告 

 

旧住所：宮城県仙台市青葉区柏木1丁目2－45 フォレスト仙台５階 

新住所：宮城県仙台市青葉区柏木1丁目2－45 フォレスト仙台３階 
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